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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

＜患者様連絡事項＞

・竹内　恒子様～便秘訴えあり、継続指示でシンラック2本処方となっている。

・中村　なみゑ様～家族面談実施。退院に向けて、グループホームか介護老人保健施設を探していくこととなる。ＳＷからケアマネに伝えている。

＜要注目患者様＞

・大里　光子様～8時、38.4℃の発熱あり、119号室へ隔絶対応となっている。

主治医報告し、インフルエンザテストの指示あり、施行するもインフル

エンザ陰性。発熱や隔絶対応となって事で易怒的となり、朝食拒食・拒

薬あり。牛乳パックに穴を開け、中身を床に捨てている。主治医診察し、

カロナール毎食後2T／5日分処方。拒食・拒薬時は経過観察、インフル

エンザテスト2回目（21時）の指示あり。

体温は38.7～37.9℃で経過。バイタルサイン測定時に拒否みられている。

午後には落ち着き、内服や検査実施の促しには応じられている。

・是川　友次様～朝食の声掛けするも、ベッドから起き上がれず尿失禁あり。また、体熱感あり、体温37.4℃で咳嗽みられている。自力歩行出来ず、介入要す。

　　　　　　　　主治医報告し、インフルエンザテストの指示あり、結果、陽性。

　　　　　　　　102号室にて隔絶対応となっている。主治医へ結果報告し、カロナール毎食後2T／5日分処方、点滴）ラピアクタ2P処方となっている。歩行困難のため、オムツカバーで対応。点滴施行するも、自己抜去・自力歩行あり付き添い行っている。また、食事摂取不良により、点滴1日分処方となっている。

・田野端　忠夫様～今朝7時にインフルエンザテスト実施。結果、インフルエンザA型陽性。タミフル5日分処方となっている。

　　　　　　　　　体温38.7～36.9℃で経過。クーリングは拒否あり、経過観察している。

　　　　　　　　　鼻汁以外、感冒症状なく不調の訴えなし。

・平　勝利様～体温36.2～35.9℃。湿性咳嗽あるが、他感冒症状や不調の訴えなく経過。

　　　　　　　自床で休んで過ごされている。
・松倉　冨美子様～体温36.0～36.2℃。呼吸器症状・感冒症状や不調の訴えなく経過。

　　　　　　　　　自床で休んで過ごされている。
・和田　邦行様～体温36.7～36.2℃。湿性咳嗽あるが、他感冒症状や不調の訴えなく経過。

　　　　　　　　活気なく、自床で休まれていること多い。
・岩舘　邦子様～胸部レントゲンの結果、右肺肺炎とのことで、タゾピペ1ⅴ＋生食100m×3／日処方（12時、20時、4時）。明朝、採血（セット３）の指示あり。

　　　　　　　　酸素5L流入中で、酸素飽和度90％前半。痰鳴軽度あり

・中川原　一夫様～顔面紅潮あるも、バイタルサイン異常・酸素飽和度低下なし。尿道口からの膿はなし。点滴と臨時薬は継続処方となる。レボフロキサシンは止めとなっています。引き続き、全身状態の観察を行っていきましょう。

・丹波　清様～15：45に体温38.7℃インフルエンザテスト施行していますが、陰性となっています。主治医へ報告し、明日インフルエンザテストの指示あり。現在本人は活気あることから経過観察し、夕食など食事が取れないようであれば、当直医へ報告の指示があります。

・和田　すゑ様～仙骨部に0.5×1.0cmの褥瘡あり、アズノール＋ラップ保護している。

　　　　　　　　そのため、オムツはじゃばらで対応。

・小澤田　明彦様～体温37.5～37.8℃でクーリング継続中。他、バイタルサイン異常なし食事は各食、介助にてむせ込みなく全量摂取。

・小笠原　澄子様～主治医面談実施。精神状態落ち着いていれば、2月末～3月初めに外泊訓練。また、在宅に戻る為には、デイケアや訪問看護導入、通院1～2週間／1回が必要であること主治医より説明している。また、退院に向けて、ケア会議を行っていく。

　　　　　　　　　食事は、各食、介助にて1/2程度摂取。バイタルサイン異常、不調の訴えなし。表情は、ややぼんやりはしているが受け答えはしっかりできている。

・五十嵐　恵子様～食事は、各食全量摂取。動作緩慢さあり、摂取に時間要している。バイタルサイン異常、不調の訴えはなし。

・元沢　ナヨ様～介護老人保健施設「南山苑」に入所のため、当院退院となっている。

＜感染状況＞

インフルエンザ罹患者（隔絶対応中）5名

松倉　冨美子様、田野端　忠夫様、平　勝利様、和田　邦行様、是川　次友様

発熱者（検査未実施、1回目陰性）

　大里　光子様

準隔絶

101号室　中川原　一夫様　堀込　孫四郎様　和田　すゑ様　北向　みつる様

　　　　　種本　サハ様　眞角　とせ様

103号室　細越　国雄様

104号室　白鳥　キエ様、清川　恵様、三浦　佑子様

＜業務について＞

感染予防の為、下記事項を実施。

→夕食時、遅Ｂ１名が19時までＡ・Ｂユニットに下がり対応し、ＣＤユニットには戻らない。

→朝の検温で隔絶・準隔絶はＡ・Ｂユニットの深夜スタッフが行う。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・中川原　一夫様～点滴同内容で1週間継続処方。

　　　　　　　　　レボフロキサシンは一時中止、他臨時薬は継続処方。

・大橋　正男様～臨時薬同内容で継続処方。以後、定期。

・三浦　幸四郎様～臨時薬同内容で継続処方。

・中村　なみゑ様～以前、ラックＢを中止した際に、再度下痢があったため、２週間継続処方となっている。

＜田名部Ｄｒ診察＞

・石橋ヒデ子様～アムロジピン→ニハジールへ変更、ＮＥソフト止め。

他、臨時薬同内容で処方。

・福田　りわ様～臨時薬同内容で継続処方。

・堀込　孫四郎様～臨時薬同内容で継続処方。

